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中 村 八 重*
Participation of Korean Residents in Japan in International Exchange Project:
Focusing on Chosen Tsushinshi Parade of Tsushima and Shimonoseki
naKaMura Yae*
Abstract
There is a movement to utilize Chosen Tsushinshi in local festivals in Korea and Japan 
respectively, therefore to utilize it in tourism and local promotion. The fact that the records related 
Chosen Tsushinshi (Joseon misshon to Japan) were applied to and registered in the 'Memory of the 
World' in October 2017 jointly with Korea and Japan is not irrelevant.
In the background to actively use Chosen Tsushinshi, it is intended that Chosen Tsushinshi 
should be regarded as a symbol of friendship and peace between Korea and Japan. However, the 
emphasis on "peace" and "good diplomacy" in the Edo era can leave room to interpret the era of the 
Japanese Empire as heterogeneous.
In this article, it is examined that how the process of establishing the Chosen Tsushinshi 
parade can be related through the case of the Korean residents, which originated in the imperialist 
era, Korean Residents Union in Japan (Mindan). Also, it is wanted to clarify the problems of the 
international exchange project which forget the memories of colonial period and imperialism. 
Specifically, the cases of Tsushima and Shimonoseki are adopted among the local governments 
performing the reproduction process of Chosen Tsushinshi parades as part of the local festival.
Tsushima and Shimonoseki are representative areas that have shared a strong sense of 
solidarity with Korea even after the war, during the Edo period and the imperialist era when the 
Chosen Tsushinshi was active. But Korean residents in Japan and Mindan are not involved in 
the reproduction process of Chosen Tsushinshi parade. There is no mention of the colonies in any 
municipality that wishes to use the Chosen Tsushinshi, and a procession is being made solely for 
the purpose of local promotion. This means that the memories of discrimination and alienation of 
Korean residents in Japan experienced during the Imperial era are being forgotten. And today, it 
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shows that they are not subjective in the event of  Chosen Tsushinshi Parades that links Korea and 
Japan. The Korea-Japan exchange by the Chosen Tsushinshi procession points out the problem of 
today's international exchange which is being used for the local promotion, rather than developing 
the original ideology of the overcoming of the history problem and understanding of others.
キーワード：朝鮮通信使　在日コリアン　国際交流　対馬　下関
Keywords: Chosen Tsushinshi, Korean residents in Japan, International Exchange 
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信使の再現行列が行われている。この対馬の朝鮮通信使行列は各地に影響を与えた。対馬の
行列を招聘したり，これを見本にして朝鮮通信使行列を新たにその地域の祭りに導入する自












































たが同年中に路線は複数路線化，高速化した。このことにより，現在は最短で 1 時間 10 分
ほどで釜山と結ぶようになり，観光客が急増している 5)。2015 年には約 21 万人が対馬を訪れ
ている。対馬にとっては経済的波及効果が大変大きく，2012 年の韓国人による観光消費は 5










































































群が 1000 人近くもこの島に入り込んでいたことがあった」［宮本 1969: 240-241］とある。
また「島の人々はなにほどもこういう仕事に従おうとはしない」［宮本 1969: 241］としてい




















毎年 3 月から 10 月まで対馬に行ったよ。一つのグループは 4,5 人やけど，みんな合わ
せたら 4，50 人どころやない。親方さんは対馬の日本の人で，海を区切って買うんで
すねん。親方が借りてくれた家で，みんな一緒にご飯食べるし，一緒に寝るし。…（中略）
メリヤスの服の上にゴムの服を着て，海中メガネをして，朝 8 時に海に入ったら 11 時
まで潜るね。昼なったらあがって，また 1 時に潜って，5 時に出てきた。取るのはアワ
ビとサザエや。（中略）お金もらうのは四分六。10 万円儲けたら 4 万円。」
［小熊・姜編 2008: 38-39］
対馬で 60 歳代～ 70 歳代の人々に聞くと，学校のクラスには必ず数人は在日の人がいたが，
年を負うごとに減っていたという。在日の家族を対馬の外に逃がす手助けをしたという人に
出会った。その家族は炭を運ぶトラックの会社で，まるで奴隷のように働かされており，見











の頃 1000 人いた在日コリアンの 9 割が外へ出て行ったという。
終戦のとき朝鮮半島の出身者は対馬に 7000 人いたともいわれ，1949 年に 3000 人，その
10 年後に 2000 人になったという［嶋村 2013: 63，71］。さらに時代を下ると減少は顕著で
ある。新聞記事をもとに書かれた『戦後対馬三〇年史』によれば，1952 年に 2473 人だった




人口は明治末期で 5万人いたとされ，最も多かった 1960年の約 7万人をピークに減少し始め，
2016 年 7 月現在で約 32000 人となっている（対馬市の統計による）。
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なお，行列の定例化以前には，2002 年日韓国民交流年を記念した朝鮮通信使の全国縦断リ




早くから参加し，1996 年に第 2 回協議会大会を開催している。だが，当時でも「朝鮮」に対
するアレルギーと，朝鮮通信使が朝貢使であったという間違った認識があり，担当者は大変
な苦労をしたそうである。この時は，対馬の朝鮮通信使行列振興会のメンバーが「衣装の再現」





























のイベントに関係しており，2016 年に行われた姉妹都市締結 40 周年事業に民団も協力した
という。
時代を遡ると，他の形で「馬関まつり」に参与していたそうである。民団の幹部を務めて
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間を 60 時間で結んだという［金 1988: 12］。初代の船名は対馬丸と壱岐丸，後には，高麗丸，
新羅丸と名づけられ，次に景福丸，徳寿丸などの王宮名がつけられ，さらに後代には金剛丸，
天山丸，崑崙丸など，あたかも東アジアへの侵略の拡大を表すかのような命名がされている。
関釜連絡船は，1920 年代から 34 年にかけては年間 40 万から 80 万人を運んでおり，1936














































1996 年 6 月 26 日付）。市長が存続を求めて韓国を訪問するなどして，結果「名誉総領事館」
がおかれることになった。実務を行なわないが，韓国とゆかりのある下関の名士が「名誉総
領事」を委任されることになった。初代名誉総領事にはフェリーの開設，釜山との姉妹都市
提携を行った井川元市長が委任された（『山口新聞』　1997 年 7 月 2 日付）。陳情書には「1970
年に日本初の国際フェリーが下関―韓国釜山間に就航し，頻繁な人，物の交流が始まり」，姉
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